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三
田
學
會
雜
雜
.：第
四
十
八
卷
笫
九
號 

*

ら
わ
れ
.る
こ
と
な
X
本
書
を
雄
し
て
、
複
雜
な
る
經
營
の
諸
問
題
を
解
決
す
る 

た
め
の
基
礎
理
論
の
獲
得
に
刹
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。

.

.

(

.三
〇
、
七
、

一
二)

f
f
i 

P 

操)

ン
栗
原
西
壽
蕃

 

•

.

:『

農業問

.

題入門
』

：

本
書
の
著
者
架
原
百
_
氏
は
過
勞
が
罾
0
で
去
る
五
月
二
十
四
日
突
然
死
去 

さ
れ
た
。
氏
自
身
の
言
わ
れ
•る
〃
科
學
的
な
日
本
農
業
問
題
論
"
の
體
罘
化
へ 

の
途
上
そ
の
糈
カ
的
な
仕
事
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
こ
と
は
只
殘
念
と
い
ぅ
外 

は
な
い
。
書
評
に
先
立
っ
て
こ
こ
に
禊
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
0
.

X 

X 

X 

本
磐
は「

日
本
農
業
の
基
礎
構
造」

(

一
九
.四
三
年)

で
£1
カ
な
胄
_
ま
計 

に
.ょ
っ
てE

本
農
業
に
お
け
る
中
農
標
準
化
傾
向
を
.打
ち
出
さ
れ
、
更

に「

日 

本
農
業
の
發
展
檄
造」

(

一
九
四
九
年)

、「

農
業
危
機
の
成
立
と
發
展」

(

一
九 

五
0
年)

、「

規
代
日
本
農
業
論」

(

一
九
五一

牟)

、
.

「

わ
が
國
小
作
料
の
地
代 

論
的
硏
究」

(

一
九
五
ニ
年
、
論
文
、

東
北
大
學
經
濟
學
畲
硏
究
年
報r

經
濟 

學」

.第
三
號)

、「

分
割
地
農
民
の
理
論
的
訊
問
題」

(

一
九
五
三
年)

な
ど
、
數 

篇
の
勞
作
を
通
じ
て
發
展
し
て
き
た
氏
の
理
論
の
總
ま
と
め
で
あ
り
、
第
一
段 

階
に
お
い
て
企
圖
さ
れ
た
體
系
化
で
あ
る
。r

農
業
經
濟
學
と
農
業
政
策
論
と 

農
村
社
會
學
と
の
統
一
と
し
て
の
.農
業
に
か
ん
す
る
唯
一
の
本
格
的
な
綜
合
科 

學

(

序
文)

」

を
め
ざ
し
、「

世
界
史
的
な
農
業
問
題
の
發
展
段
階
的
諸
法
則
を

' 

八u

 

(

七
三
ニ)

系
統
的
に(

本
文
十
二
頁)

」

解
明
す
る
こ
.と
をE

的
と
さ
れ
た
•點
に
お
い
て
、
 

從

來
の「

地
代
理
論
を
根
幹
と
す
る
經
濟
理
論
の
一
特
殊
構
成
部
分
と
し
て
の 

農
業
經
濟
論」

に
對
し
て
著
し
い
特
色
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
れ
も

又
玫
の 

.理
論
體
系
の
立
て
.方
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
宇
野
弘
藏
教
授
の
經
濟
學 

の
三
段
階
論——

原
理
論
ハ
ー
般
理
論)

、
發
展
段
階
論(

政
策
論)

、
現
段
階 

論

(

個
別
的
分
析)——

の
規
定
の
上
に
立
つ
.て

「

農
業
經
濟
學
な
い
し
農
業 

問
題
.の
體
系
は
、
農
業
に
か
ん
す
る
發
展
段
階
的
な
特
殊
的
諸
法
則
を
究
明
す 

る
政
策
論
的
な
法
則
的
科
學
で
あ
る(

十
二
頁)」

と
さ
れ
る「

農
業
問
題
の 

對
象
と
方
法(

十
六
頁)

」

に
は
問
題
が
あ
る
。

し
か
し
最
大
限
利
制
の
法
則 

の
確
立(

ス
タ
I
リ

ンr

ソ
同
盟
.に
、お
け
る
社
會
主
義
の
經
濟
的
諸
問
題」

) 

以
後
の
世
界
資
本
主
義
の
廣
い
視
野
に
立
つ
て
、
廣
_
の
經
濟
學
と
の
關
迎
に 

お
い
て(

農
業
問
題
の
世
界
史
的
な
發
展
段
階
的
諸
法
則
の
系
統
的
解
明)

r

資 

本
主
義
の
農
業
問
題」

を
古
典
的
著
作
の
科
學
的
規
定
を
基
礎
に
把
据
を
こ
こ 

ろ
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
野
心
的
で
か
つ
時
宜
に
か
な
つ
た
こ
と
と
言 

わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。「

先
資
本
主
義
的
農
業
の
諸
問
題」

(

第
二
章) 

で

「

資
本
主
義
に
•先
行
す
る
諸
形
態」

に
ょ
り
ア
ジ
ア
的
、古
典
古
代
的
、
ゲ
ル 

マ
ン
的
と
い
ぅ
基
本
的
な
原
始
共
同
體
の
解
體
期
に
お
け
る
小
農
經
營
と
典
同 

體
の
結
合
形
態
の
類
型
化
と
封
建
制
へ
の
移
行
の
仕
方
を
扱
わ
れ(

第
一
一
軍)

、
 

r

商
人
資
本
と
農
業
問
題」

(

第
三
章)

で
は
從
來
ー
義
的
に
し
か
と
ら
え
ら 

れ
に
く
い
高
刹
貸
資
本
を
商
人
資
本
か
ら
區
別
し
、
封
建
的
生
產
樣
式
に
對
し 

て
有
す
る
役
割〔

た
と
え
ば
高
利
貸
資
本
は
純
粹
封
建
的
領
主
的
土
地
所
有
を 

堀
り
く
づ
す
か
ぎ
り
變
苹
的
で
あ
る
が
'.
小
經
營
的
生
產
樣
式
そ
の
も
の
を
變 

革
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
結
局
み
ず
か
ら
半
封
建
的
な
寄
生
的
土
地
所
有
に 

轉
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限
り
新
し
い
創
造
の
た
め
の
積
極
的
破
壊
作
用
で

は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
一
定
の
諸
條
件——

資
本
主
義
的
生
產
樣
式
の
諸
條 

件——

と
結
び
っ
く
と
き
に
は
新
し
い
生
產
樣
式
の
形
成
手
段
の
一
つ
と
し
て 

現
わ
れ
る(

一
0
ニ
丨
四
頁)

〕

事
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
更

に「

#

1
資
本
と
農

誇

題

」
(

第
四
5
、「

獨
占
资
本
と
農
業
問
題」

(

第
五
章)

、「

日
本
資
本
主
. 

義
と
農
業
問
題」

(

第
六
章)

と
い
う
胃
双
が
と
ら
れ
て
い
る
な
ど
、ホ
書
の
草 

稿

が「

ソ
同
盟
經
濟
學
敎
科
辔」

出
版
以
前
に
こ
の
よ
う
な
體
系
を
有
し
て
い 

た
こ
と
だ
け
を
見
て
も
著
者
の
母
越
し
た
問
題
視
角
と
遂
に
は
身
を
も
む
し
ば 

む
に
至
っ
た
程
の
•精
力
的
な
努
力
.の
あ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
來
よ
う
。
敎 

科
镨
と
の
對
比
に
よ
っ
て
も
、
の
こ
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
示
さ
を
う
け 

る
こ
と
が
で
き
る
。

.

硏
究
對
象
の
庞
大
さ
の
み
な
ら
ず
、
問
題
提
起
か
ら
み
て
も
餘
り
に
も
多
く 

の
問
題
黏
が
あ
る
の
で
、
.
こ

こ

で

はと
く
に
氏
の
理
論
構
成
の
た
て
軸
と
な
っ 

て
い
る
小
農
ま

た

は小

經

營

的

生

！
！
^

ぬ

と

の

關

連

に

お

い

て

氏

の

分

_

%

所
 

有
の
理
解
の
：

一;!

方
、
お
よ
び
そ
の
上
に
た
っ
日
本
の
寄
生
地
主
制
の
問
題
を
と 

り
あ
げ
て
み
た
い
と
思
う
。

氏
は
資
本
主
義
の
農
業
問
題
と
し
て
資
本
主
義
下
の
農
i

化

-0
諸
條
件
と 

諸
形
態
と
を
對
象
と
す
る
場
合
に
全
體
系
を
一
賞
す
る
基
礎
範
疇
が
存
在
す
る 

こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
小

農

(

小
經
# '
:
|如
4
歡
6 '
、
.地

主(

土
地
所
有)

、
 

プ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー(

資
本

)

、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー

ト

(

賃

勞

働)

の
こ
の
四
つ
の 

寒
礎
範
喃
の
そ
れ
ぞ
れ
の
實
存
形
態
な
ら
び
に
相
瓦
の
結
合
樣
式
が
資
本
主
義 

の
發
展
段
階
に
應
じ
て

轉
變
し
て
行
き
、
こ
れ
ら
菡
礎
範
疇
そ
の
も
の
が
發
展 

.し
て
行
き
、
從
つ
て
農
講
題
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
く(

ニ
一 

頁)

こ
と
に
な
る
。
 

■そ
し
.て
農
®

題
の
全
體
系
を
一
贯
す
る
根
本
問
題
は
小
的
生
產
機
式
の 

問
題
で
あ
る
と
い
う
。
直
接
生
産
者
が
诌
ら
勞
働
カ
の
洱
生
產
を
行
ぅ
經
營
様

:

書

評

及

'び

紹

介

.

式
で
あ
る
小
經
營(

直
接
生
產
者
に
ょ
る
生
產
手
殺
の
所
有
又
は
占
有
に
も
と 

づ
く
經
營
樣
式)

を
生
產
用
具
が(

直
接
生
^

#
に
か
冱
か
は
別
と
し
て)

私 

有
さ
れ
て
い
る
原
始
共
同
體
解
體
以
後
の
各
生
產
樑
式
を
歷
史
的(

現
象
的) 

に
貫
ぬ
く
經
營
樣
式
と
し
て
生
活
資
料
生
產
部
門
た
る
農
業
の
理
論
的
分
析
の 

構
成
要
素
と
し
て
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
點
に
一
つ
の
獨
自
の
問
題
提
起
が
あ 

，る
。
更
に
、
こ
れ
を
分
割
地
所
有
と
結
び
っ
け
て
と
り
あ
げ
る
時
に
問
題
が
あ 

る
®氏

は
分
割
地
ゲ
所
有
を
.

「

封
建
的
隸
從
關
係
か
ら
解
放
さ
れ
た
小
經
營
的
生 

產
樣
式
に
對
應
す
る
土
地
所
有
形
態」

で
あ
る
が「

小
經
營
的
土
地
所
有
と
し 

て
存
續
し
て
い
る
か
ぎ
り
農
村
共
同
體
的
諸
關
係
の
殘
存
を
つ
な
ぎ
と
め
る
も 

の
と
し
て」

半
封
建
的
で
あ
り
、「

必
然
的
に
分
解
し
て
資
本
主
義
的
土
地
所
有 

に
轉
化
す
る
も
の
と
し
て
前
資
本
主
義
的
で
あ
る(

一
四
ニ
頁)

」

と
こ
ろ
の 

「

過
渡
的
範
疇」

と
規
定
さ
れ
る
.(

こ
の
地
代
論
的
解
明
は「

わ
が
國
小
作
料 

の
地
代
論
的
硏
究」

前
揭
書
ニ
四
頁
に
あ
る)

。

こ
の
理
解
は
農
民
的
土
地
所 

有
と
小
經
夥
#

態
が
生
產
關
係
と
の
關
#
で
範
«
的
に
規
定
さ
れ
ず
、
獨
自
の 

發
展(

轉
變)

と
範
疇
と
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
結
果
、
分
割
地
所
有
の
歴
史
的 

意
義——

利
潤
の
障
害
と
な
る
地
代(

封
建
地
代)

の
消
M—

が
見
失
わ
れ 

る
こ
と
と
な
る
。
•
•そ
の
故
に
こ
の「

分
割
地
所
有」

が
日
本
に
適
用
さ
れ
て
地 

租
改
正
後
の
農
民
的
土
地
所
有
と
地
主
制
が「

特
殊
な
歴
史
的
諸
條
件
に
ょ
っ 

て
規
制
さ
れ
て
半
封
建
的
性
格」

を
も
っ
た
分
割
地
的
土
地
所
有
と
そ
の
潰
滅 

.

の
上
に
生
じ
た
寄
生
地
主
制
と
し
て
、
高
^
現
物
小
作
料
が
分
割
地
所
有
の
、
 

半
封
建
的
、
前
資
本
主
義
的
一一

侧
面
务
有
す
る
過
渡
的
地
代
と
し
て
規
定
さ
れ 

る
。
こ
こ
に
こ
そ「

猶
占
資
本——

農
民
と
い
ぅ
農
地
改
革
の
栗
原
理
論」

が 

.形
成
さ
れ
る
の
.で
あ
る
。

• 

八

三

(

七
三
三)



.

三
甶
學
會
雜
認
第
四
十
A
卷
.
第
九
號

日
本
農
業
に
お
け
る
基
本
的
生
產
關
係
を
窮
極
的
に
は
資
本
と
農
民
に
還
元 

す
る
こ
の
_
1}
罾
^
は
、
い
わ
ゆ
る
封
建
論
爭
が
範
嚼
論
に
終
始
し
た
の
に
對 

し
て
過

渡

的

形

態

の

實

質
を
理

論

的具
體
的
に
確
定
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
と 

言
わ
れ
る
が
、
か
え
っ
て
農
業
に
お
け
る
基
本
的
な
生
產
關
係
に
基
づ
く
階
級 

對
立
を
抽
象
化
し
た(

現
存
す
る
大
土
地
所
有
#
と

11
接
生
產
者
た
る
小
農
民 

〔

こ
れ
が
ゥ
ク
ラ

-

ド

であ
る
限
り
封
建
的
生
產
關
係
で
あ
る〕

と
の
對
立)

こ 

と
は
、
日
農
統
一
派
と
主
體
制
派
と
の
理
論
對
立
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
と
こ 

ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
架
原
氏
'の
分
割
地
所
有
の
理
解
は
厌
の「

資
本
主
義
の 

農

題

」

の
ホ
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
別
稿
で
そ
れ
を
中
心
に
し
て 

取
上
げ
た
い
と
企
圖
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
氏
の
經
濟
學
の
方
法
論(

を 

產
力
と
生
產
關
係
の
統
一
と
し
て
の
生
產
㈱
ま
の
と
ら
え
力)

，
と

の

_

#

で

こ 

こ
で
は
指
摘
に
と
ど
め
る
。.

と
も
あ
れ
、
本
書
は
同
じ
立
場
に
立
つ
も
の
も
批
判
す
る
も
の
も
一
度
取
組 

み
、
超
え
る
努
力
を
十
二
分
に
支
拂
う
べ
き
問
題
の
書
物
と
い
う
こ
と
が
出
來 

る
。

(

昭
和
三
十
年
三
月
三
十
日
刊
、
有

斐

閣

B

6

.三
0
八
頁
、
.三
四
〇
脚)

經

濟

學

關

係

文

献

自

錄

(

昭
和
三
十
年
五
月〕

.

 

.

理

論

•

學
說
史•

經
濟
思
想

*

經
濟
學
敎
科
書

3

ソ
同
盟
科
學
院
經
濟
硏
究
所

著
マ
ル
ク
ス
，
レ

ー

 

ニ
ン

普

及

協

會

譯

(

合
同
新

s 

B

4 0
ニ
五
〇
茛
 

ー
ニ
0

圓

(

合
同
出
，
 

阪
社)

*

經

濟

學

講

義

下高田保馬
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